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エコアクション２１

環境経営レポート

（2022年度：試行期間）

期間：2022年11月　～　2023年1月

株式会社月形



  1. 取組の対象組織・活動

１） 事業者名および代表者名

事業者名　： 株式会社 月　形

代表者名　： 代表取締役 渡邉 頼春

創業　　　　：

２） 所在地

本社所在地： 〒 803-0823

北九州市小倉北区菜園場2丁目1番9号

３） 責任者および担当者連絡先

責任者　　：環境管理責任者 代表取締役 渡邉 頼春

担当者　　：EA21事務局　 仲原 幸憲

連絡先　　：TEL　093-561-2443　FAX　093-561-2478

E-Mail　 nakahara@yukigata.co.jp

４） 事業内容

建設業

５） 事業規模　（2021年度）

資本金　　　 ： 50 百万円

売上高　　　 ： 621 百万円

従業員数　　： 12 人

敷地面積　　： 380 ㎡

６） 事業年度

11 月 ～10 月

７） 認証・登録の対象範囲（全組織・全活動）

①対象事業者名　：株式会社 月　形

②対象事業所　 　：本店

③対象活動　　　　：建設業

９） 設備の内容

車両　： 普通車両 8 台

軽自動車両 3 台

重機車両 0 台

1979年4月17日

mailto:nakahara@yukigata.co.jp


基本理念

「株式会社　月形」は、建設業を通じて、関連法規の尊守を基本として環境保全活動

と、より良い地域社会のための環境型社会を構築するための継続的推進に寄与してい

くことを目指します。

行動指針

1.　社員全体でPDCAサイクルを実行して、環境経営の継続的改善に努めます。

2.　建設機械・車両等の燃料使用量削減により、二酸化炭素の排出量を削減します。

3.　事務所・現場における電力使用量削減により、二酸化炭素の排出量を削除します。

4.　事務所・現場における産業廃棄物の発生量の削減及びリサイクルに努めます。

5.　事務所における水使用量の削減に努めます。

6.　事務所用品及び調達資材のグリーン購入に努めます。

7.　環境関連法規及び条令の遵守に努めます。

8.　環境経営方針を従業員全員に広く周知徹底させます。

9.　環境経営活動レポート等環境情報について、広く外部公表をします。

私たちはエコアクション２１の活動を通じてＳＤＧｓに取り組みます。

2. 環境経営方針

2022年9月1日制定

株式会社     月　形

代表取締役　渡邉　頼春



3. EA２１推進体制

月形（直）月形（孝）

朝田 和崎

松尾 前川

北條 藤岡

松井 玉城

樋口

・エコドライブの推進

・環境経営目標および実施事項に対する問題点の是正処置の実施

・環境経営目標・環境経営活動計画の策定

・外部要求事項の受付

・使用エネルギー量（水・電気・ガス等）の管理

渡邉　頼春

松本　富美子

【組織図および実施体制】
統括責任者

環境経営管理責任者

工事部

代表取締役

渡邉　頼春

渡邉　頼春

総務部

山村　　　聖 松本　富美子

統括責任者 ・全体の統括管理

・使用車両の管理

渡邉　頼春

木村

所属（役職） 役割・責任・権限・使命

山村　　　聖

・EA21の構築・運用・維持に必要な資源の準備

・環境経営方針の制定

・システム全体の評価と見直し

環境経営管理責任者 ・EA21の要求事項に適合したシステムを構築し、維持管理する



事業年度：11月～10月　

目標

26,224 以下 100,711 以下 99,693 以下 98,676 以下

(1％) (1％) (2％) (3％)

7,620 以下 27,870 以下 27,589 以下 27,307 以下

(1％) (1％) (2％) (3％)

4,184 以下 14,384 以下 14,238 以下 14,093 以下

(1％) (1％) (2％) (3％)

3,436 以下 13,487 以下 13,351 以下 13,214 以下

(1％) (1％) (2％) (3％)

4,598 以下 20,542 以下 20,334 以下 20,127 以下

(1％) (1％) (2％) (3％)

4,312 以下 14,914 以下 14,764 以下 14,613 以下

(1％) (1％) (2％) (3％)

356 以下

(1％)

12 以下

(1％)

1 以下

(1％)

86以上 86以上 87以上 88以上

(1％) (1％) (2％) (3％)

62 以下 225 以下 222 以下 220 以下

(1％) (1％) (2％) (3％)

1 1 1 1

1

3 12 12 12

※1　＊電力の二酸化炭素排出係数は2021年度の調整後、九州電力0.385kg-CO2/kWh、中国電力0.540kg-CO2/kWhを使用

※2　適正とは：必要量の購入、使用

5

適正管理 適正管理 適正管理

1

13,623

1-1 電力使用量の削減(全社) kWh 28,152

現場事務所(中国電力)

7,697

本社事務所(九州電力) kWh 14,529 4,226

ℓ

㎥

㎥

227 63

3

5

製品･サー

ビスに関

する事項

環境配慮工法の推進 件

6 その他 会社周囲の溝掃除 回/年 12

グリーン購入商品 件

4 化学物質の削減

kWh

LPG使用量の削減

3 水使用量の削減 ㎥

1-5 都市ガス使用量の削減

360

12

1-3 軽油使用量の削減 ℓ 15,065 4,356

594

43

2023年度

2 2-1 産業廃棄物リサイクル率の向上 % 85

3,471

1-2 ガソリン使用量の削減 ℓ 20,749 4,644

87

1-4 灯油使用量の削減

1-5

適正管理

４-1．2022年度（試行期間）環境経営目標

1 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 101,728 26,489

環境目標 単位

基準年度

2021年度

11月~10月

2021年

11月～1月

目標

2024年度
2022年

11月～1月
2022年度



事業年度：11月～10月　

26,224 以下 19,190

(1％) （28％）

7,620 以下 6,043

(1％) （21％）

4,184 以下 2,918

(1％) （31％）

3,436 以下 3,125

(1％) （10％）

4,598 以下 3,811

(1％) （18％）

4,312 以下 2,675

(1％) （39％）

356 以下 236

(1％) （34％）

12 以下 7

(1％) （42％）

1 以下 1

(1％) （0％）

88以上 87

(1％) （1％）

62 以下 63

(1％) （-1％）

※1　＊電力の二酸化炭素排出係数は2021年度の調整後、九州電力0.385kg-CO2/kWh、中国電力0.540kg-CO2/kWhを使用

※2　適正とは：必要量の購入、使用

４-2．2022年度（試行期間）環境経営目標の実績とその評価

環境目標 単位

基準年度 2022年　11月～1月

2021年度

11月~10月

2021年

11月～1月
目標 実績 達成率

1-1 電力使用量の削減(全社) kWh 28,152 7,697 126%

判定

1 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 101,728 26,489 137% 〇

現場事務所(中国電力) kWh 13,623 3,471 110% 〇

〇

本社事務所(九州電力) kWh 14,529 4,226 143% 〇

〇

1-3 軽油使用量の削減 ℓ 15,065 4,356 161% 〇

1-2 ガソリン使用量の削減 ℓ 20,749 4,644 121%

〇

1-5 LPG使用量の削減 ㎥ 43 12 167% 〇

1-4 灯油使用量の削減 ℓ 594 360 151%

△

2 2-1 産業廃棄物リサイクル率の向上 % 85 87 99% △

1-5 都市ガス使用量の削減 ㎥ 5 1 99%

△

4 化学物質の削減 適正管理 適正管理 ー

3 水使用量の削減 ㎥ 227 63 99%

〇

5

製品･サー

ビスに関

する事項

環境配慮工法の推進 件 1 1 達成 〇

グリーン購入商品 件 1 1 達成 〇

3 3 達成 〇6 その他 会社周囲の溝掃除 回/年 12 3



1 エアコンの設定温度を決め実行

2 エアコンのフィルター掃除

3 節電ステッカーを取り付け　励行する

4 未使用室の切電

5 ブラインド・カーテン等の管理

6 クールビズ・ウォームビズの徹底

1 エコドライブの推進

2 車両にアイドリングスットプのステッカーを貼り　励行する

3 現場への移動を乗合せで行く

4 タイヤの空気圧調整から始める点検整備

5 法定速度の実施

6 不要な荷物を下ろす

1 分別の徹底

2 残量の少量化

1 節水ステッカーを取り付け　励行する

2 洗車時の節水

3 便器の少水量化

1 法に従い適切に管理する。

1 環境配慮型工法の採用・施工提案

2 グリーン購入法適合商品の積極体裁用

1 月1回愛宕公園周囲を清掃活動

1 週1回（月曜日）に実施

5.環境経営計画とその評価結果及び今後の予定

評　価　結　果

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量の

削減

化石燃料使用

量の削減

取組項目 活　　動　　項　　目

会社周辺の清掃

＊次年度もこの環境経営計画を継続する

設定温度を下げて、エアコンの消費電力使用量に効果ありました。

また、ステッカーを貼って、社員の日常意識をたかめた。

現場への車を相乗りにすることにより燃料の低下に影響したと思わ

れる。作業車はアイドリングストップを徹底することにより、軽油

の低減につながったと思われます。

廃棄物の仮置き場所を区切ることにより、分別の徹底化をしまし

た。

今回は、削減の実現することが出来なかったが、蛇口に節水型ノズ

ルを設置したので次回は期待できる。

残量薬品の中で1種の物だけは、別の場所に保管する事によって管理

の間違いが無いように気を付けた。

グリーン商品の購入に努めた。

清掃活動をする事によって、付近住民とのコミニケションが多く

なって交流が深まった。

タバコのポイ捨てが減っている。

産業廃棄物リサ

イクル率の向上

水使用量の削減

化学物質の適正

管理

環境配慮工法の

推進

ボランティア活

動



６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　　環境関連法（廃棄物処理法、建設リサイクル法、騒音規制法、振動規制法等）の自己

　　ﾁｪｯｸの結果、違反等はありませんでした。関係当局より違反の指摘及び、利害関係者

　　からの訴訟等も過去５年以上ありません。

７．代表者による全体評価と見直し・指示

評　価

社員の方々も少しづつ環境に対する意識が芽生えてきたように感じら

れる。大型元請け工事を例年より多く受注してるので、産廃の数量が

増えているが理由があり問題とは考えていない。分別を徹底しリサイ

クルに貢献したいと思っています。今後も教育、情報共有に努めて、

目標を持って取り組んで行きたいと思っています。

見直し

環境方針 　変更なし

環境目標 　変更なし

環境活動計画 　教育実施を4ヶ月に1回位したい。

実施体制 　変更なし

環境経営システム 　変更なし


